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遵営まれてきました占今回の場合でも,昨年 iO月の ｢日米科学委｣に もとづ
いて､-部関係者が決定 し､私たち研究者のうちこれに賛成する者個^に遺族
されるとい う形をとってhますO ｢日米協力｣を受け入れること､あるいは物
理めプロジェク トとして超高圧を選ぶとい う決定 も､物理学者の何 らかの総意


















警 甲 も苦労 して
えます｡全国の研究者は､お話にならないほ ど少h科研費を
(ナ･J
いるのに､それが ｢~日米協力｣ ということになると､ 桁ちがレ津 金がすぐに提
供されるのです｡このように､現在の ｢日米協力｣なる国際協力のあb方はい
ろいろ廉間のあるものであD､物理学の研究体制がこうした方向-と崩れ､編
成変えされてい こ うとすることは防がなければな らないと考えます｡
ォ三に､専門的な ことにわた拍 すが､ 産か ら棒に ｢日米協力｣といわオ毎
これまでも米国の高圧研究と実質的に接触 して きたのであb､あらためてどの~
ように ｢協力｣すればhtv'のか､とまどってお37ますO学問的成果は資金だけ
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アナウンスメン トにも脱落 しておb､御存_じでない方 もあるかと思います し､
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